
  
使える英語が身につく海外インターンシップなら iiP !!  語学留学やワーキングホリデーとは違う、効果。 

 

 

海外でドッグトレーニング研修  
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説明会 出発までの流れ 選考試験申込 他の分野の体験談 

TOP 研修例/体験談 資料請求  掲示板  

参加者の生の声を聞いてください。 

体験談 1（仔犬からトレ[ニングし、全米の大会に入賞したい！）ＫＵＭＩＫＯ さん （女性） 

私が、ドックトレーニングのカルチャーインターンとして、ここ「Ｐ

ｅｔ Ｃｏｕｎｔｒｙ Ｃｌｕｂ （以下ＰＣＣＩ）」に来たのは、２００１年３月

末でした。 

ここは、家庭犬のトレーニングの他に、ペットホテル、グルーミ

ング、ヨーロッパのスポーツである「Ｓｃｈｕｔｚｈｕｎｄ」と訓練士育

成教室があり、大型の施設を備えています。 

 

私は、約４年半間の間に１５０頭以上の犬を

トレーニングし、現在は４頭のジャーマンシ

ェパードを飼っています。 

 

初めてＰＣＣＩに来た時は、家庭犬のトレーニ

ングだけに興味があり、スポーツを楽しむ人

達のシェパードの大きさにオロオロして遠くから見ていました。ある日、経営者兼ヘッドトレーナーのＡｎ

ｄｒｅｓ Ａｐｏｒｔｅｌａ と彼の犬「アスタ」の息のピッタリ合った服従訓練を見た時の感動は、今でもはっきり

覚えており、私のトレーニングの目標となっています。  

 

研修期間は、トレーニングを教わる代わりに、犬のグルーミングの手伝いや、ペットホテルの犬の散歩、 

事務の雑用などをしました。犬のトレーニングはタイミングを必要とするので、英語力が海外旅行程度しかない私は、 タイ

ミングを逃してしまうことが多く、失敗の毎日でした。 
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８ヶ月目を過ぎた辺りから、Ａｎｄｒｅｓ から、ビザを延長してしっかりトレーニングを学んだ方がいいと進められ、ビザの延長

を申請しました。この頃からスポーツのＳｃｈｕｔｚｈｕｎｄのトレーニングもするようになりました。  

 

そして、こちらに来て２回目の夏が来ようとした頃、突然Ａｎｄｒｅ

ｓが私とアスタとペアを組ませ「Ｎｏｒｔｈｅａｓｔ Ｒｅｇｉｏｎａｌ Ｃｈａｍ

ｐｉｏｎｓｈｉｐ」に参加させると言いました。ほとんど、スポーツにつ

いてもドックトレーニングについても知らない私に何故？！と 

驚きましたが、うれしくもありました。 

 

Ａｎｄｒｅｓは、毎日私とアスタをトレーニングしました。アスタは、

既にトレーニングされていても私の指示に

は従ってくれず、Ａｎｄｒｅｓの声はだんだん荒

くなります。私はただオロオロするばかり、ト

レーニングが終わると、「自分には向いてな

いんじゃないか」と泣く日々が続きました。 

 

９月末、ワシントンＤＣで「Ｎｏｒｔｈｅａｓｔ Ｒｅｇｉ

ｏｎａｌ Ｃｈａｍｐｉｏｎｓｈｉｐ」は、行われました。

完全なペアとは言えない私達をＡｎｄｒｅｓは、

凄く心配していました。ところが私は、「なる

ようにしかならない」と緊張せずに大会に臨

みました。３種目すべての種目が終わり、閉会式に出るように

言われ、アスタを連れ参加しました。  

 

結果発表が始まり、なんとわずか１位と１点差の２位！驚きま

した。それから、３年後、アスタは癌が体中に移転し、私の腕の

中で亡くなりました。アスタから教わった事がたくさんあり、アス

タのような動きをする犬を自分でトレーニングしたい！と思うと

多少辛くても、がんばろう！と言う気持ちに変わります。 

 

今の目標は、スポーツの方では、仔犬からトレーニングし、全

米の大会に入賞したい。家庭犬では、どの犬種にも対応できる訓練士になりたい。 

 

私の仕事場のＷｅｂ www.petcountryclub.com 

 

研修中は楽しい事ばかりではありません。辛いことも多くありました。意思のすれ違いで、悲しくなることもありました。で

も、自分をしっかりと持ち、目標をきちんと持っていれば、誰かは必ず見ています。  

 

そして、きちんと助けてくれます。結果も報われます。文化の違い、言葉の違い、考え方の違い。悪い事が起きても、私は

常に「きっと私には乗り越えれる試練なんだ」とプラスに考えて泣いて寝る。案外次の日は気持ちが楽になり楽しかったりし

ます。 

 

体験談 2（犬の世界、とても奥が深い！ゆえにおもしろい！）S.S. さん （女性） 

訓練所に新しい犬のグループがやってきてこれから約半年私たちとともに過ごします。 



 

今度のグループはどんな子達かな、どんな成長ぶりをみせてくれるのだろう、とても楽しみです。前回のグループは私が来

た夏から訓練を始めて去年 11 月に犬舎を巣立っていったのですが、8 頭それぞれみな違うキャラクターを持っていてまる

で人間のようでした。 

 

犬の訓練も人間の子どもの教育と同じということを彼らから学びました。犬それぞれの性格を把握し彼らの心理を読み取

る事が訓練の技術そのものよりも大切なのです。 

 

トレーナーさんいわく、それができるようになるには 5 年 6 年の経験が必要だそうです。犬の世界、とても奥が深い！ゆえ

におもしろい！ 

こんなところに行かれています。 
 

研修機関例 

あなたのご希望や適性・経験に合わせて方向を決め 界の企業や団体と交渉していきます。 、iiPが一件ずつ世

「この企業で働きたい」という具体的なホストカンパニーリクエストにもお応えしています。 

研修機関 研修国 研修期間 

Ｐｅｔ Ｃｏｕｎｔｒｙ Ｃｌｕｂ 2001/03-2002/03 

2000/10-2001/10 

2002/07-2003/07 

USA 
Canine Partners For Life 

2004/03-2005/03 

2004/08-2005/05 カナダ National Service Dogs 
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